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ビジュアルアイデンティティマニュアル

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Visual Identity Manual

Introduction.

本 Visua l  Ident i ty（ビジュアルアイデンティティ、以下 VI）ガイドラインは、CHROMAの VI  を構成するデザイン要素とその使用規定を示しています。
VI とは、私たちが伝えたいイメージやメッセージを、ロゴタイプなど視覚に訴えるデザイン要素として形にし、それを統一的に発信・運用していくためにデザインシステム
として定めたものです。

ここではシンボルマークを中心とする基本デザイン要素の規定と、さまざまな媒体に表示する際の基準を示すアプリケーションデザイン規定を記しています。
VI デザインは CHROMAのイメージを正しく伝達し、より強固にしていくための大切な要素です。
本ガイドラインをご確認の上、VI デザインを使用してください。

基本デザイン要素を使用する際は、本ガイドラインをご確認の上、CHROMAが提供しているデータを使用してください。
なお、本ガイドラインに関して不明な点がある場合は、CHROMA（https ://chromadi rect ion .com/contact/）までお問い合わせください。
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CHROMAは、ギリシャ語で「色」を意味する「chroma」に由来しています。色彩科学や画像処理の分野では、色の鮮やかさ、つまり「彩度」を表す言葉として用いられます。  

現代社会は、多様な価値観や個性が溢れています。そのような多様性を「色」として捉え、それぞれの色が持つ美しさや個性を尊重したいと考えています。顧客一人ひとりのビ
ジネスもまた、独自の「色」を持っています。顧客のビジネスが持つ個性を最大限に引き出し、鮮やかに表現することを支援したいと考えています。
 
ビジネスにおける「彩度」とは、顧客のブランドイメージ、商品やサービスの魅力、企業のビジョンなどを指します。顧客のビジネスの彩度を高め、鮮明にすることで、より多
くの人々の心を惹きつけ、感動を与え、成功に貢献したいと考えています。
 
自社の事業を通じて、色彩豊かな社会の実現に貢献したいと考えています。多様な色が調和し、それぞれの色が輝く社会。そのような社会の実現を目指し、常に新しい価値を
創造し続けます。単に色を扱うだけでなく、色の持つ力を最大限に引き出し、人々の心を豊かにするブランドを目指しています。 

・顧客のビジネスに、鮮やかな色彩と輝きをもたらすこと。 
・社会に、多様な色が調和する美しい未来を描くこと。 

これらの目標に向かって、CHROMAは常に挑戦し、進化し続けます。 

株式会社 関西テクノトラスト の由来

Customerの手の届かない領域を
Creatorが担っている様を背中合わせの
Cで表現し、黄金比をベースにシンボル
マークとして具象化しています。

ロゴタイプは事業者名に Sempl ic i ta、
サービス名に Helvet icaを採用していま
す。CHROMA

Digital Marketing & Creative Direction

Design Elements 03基本デザイン要素

#000000（メインカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

#000000（ロゴタイプカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

CHROMAは、シンボルマークとロゴタイプで構成さ
れています。
ブランドカラーは下記の通りです。

Color

Logoシンボルマーク

ロゴタイプ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Explanation

Symbol MarK 04シンボルマーク

シンボルマークは、CHROMAの核となるもので
あり、ブランドイメージを形成するための最も重
要な要素です。

シンボルマークを効果的に表示するために、シン
ボルマークの周囲には十分なスペースを設けてく
ださい。

その目安として、他の要素から離す最低限必要な
スペースを「保護エリア」として設定しています。
また、視認性と再現性を確保するため、最小使用
サイズも設定されています。

これを満たないサイズでの使用はできませんの
で、ご注意ください。

シンボルマークを表記する場合は、提供データを
使用してください。

シンボルマーク

保護エリア

A

8mm 25px

A/4

A/4

最小使用サイズ

Explanation

combination A 05シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ 縦組み

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

A：縦組み

A：縦組み　保護エリア A：縦組み　最小使用サイズ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

AA/4

A/4

24mm 180px

Explanation

combination B 06シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ 横組み

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

B：ヨコ組み

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

B：ヨコ組み　保護エリア B：ヨコ組み　最小使用サイズ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

AA/4
A/4

34.5mm

260px

Explanation

combination C 07シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ モノクロ

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

A：縦組み

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

B：ヨコ組み

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Explanation

Examples of prohibited use 08使用禁止例

VI は、統一された正しい使用方法が守られた場
合に最も効果が発揮されます。
下記に示したような例は、イメージや識別性を低
下させますので注意してください。

ロゴの比率変更を禁じる ロゴの変形を禁じる ロゴ組の変更を禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

ロゴのアウトラインでの
使用を禁じる

ロゴの基本色以外での配色を
禁じる

ロゴタイプの太さの変更を
禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

ロゴタイプの字間の変更を
禁じる

ロゴタイプを他書体での使用を
禁じる

ロゴを複数同時使用を禁じる

C H R O M A
Digi ta l  Market ing & Creat ive Direct ion CHROMA

Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

指定サイズ以下での使用を
禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction
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CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Explanation

Examples of prohibited use 08使用禁止例

VI は、統一された正しい使用方法が守られた場
合に最も効果が発揮されます。
下記に示したような例は、イメージや識別性を低
下させますので注意してください。

ロゴの比率変更を禁じる ロゴの変形を禁じる ロゴ組の変更を禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

ロゴのアウトラインでの
使用を禁じる

ロゴの基本色以外での配色を
禁じる

ロゴタイプの太さの変更を
禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

ロゴタイプの字間の変更を
禁じる

ロゴタイプを他書体での使用を
禁じる

ロゴを複数同時使用を禁じる

C H R O M A
Digi ta l  Market ing & Creat ive Direct ion CHROMA

Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

指定サイズ以下での使用を
禁じる

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction
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Visual Identity Manual

Introduction.

本 Visua l  Ident i ty（ビジュアルアイデンティティ、以下 VI）ガイドラインは、CHROMAの VI  を構成するデザイン要素とその使用規定を示しています。
VI とは、私たちが伝えたいイメージやメッセージを、ロゴタイプなど視覚に訴えるデザイン要素として形にし、それを統一的に発信・運用していくためにデザインシステム
として定めたものです。

ここではシンボルマークを中心とする基本デザイン要素の規定と、さまざまな媒体に表示する際の基準を示すアプリケーションデザイン規定を記しています。
VI デザインは CHROMAのイメージを正しく伝達し、より強固にしていくための大切な要素です。
本ガイドラインをご確認の上、VI デザインを使用してください。

基本デザイン要素を使用する際は、本ガイドラインをご確認の上、CHROMAが提供しているデータを使用してください。
なお、本ガイドラインに関して不明な点がある場合は、CHROMA（https ://chromadi rect ion .com/contact/）までお問い合わせください。
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06　シンボルマーク + ロゴタイプの組み合わせ B
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08　使用禁止例

Origin

Concept

02

CHROMAは、ギリシャ語で「色」を意味する「chroma」に由来しています。色彩科学や画像処理の分野では、色の鮮やかさ、つまり「彩度」を表す言葉として用いられます。  

現代社会は、多様な価値観や個性が溢れています。そのような多様性を「色」として捉え、それぞれの色が持つ美しさや個性を尊重したいと考えています。顧客一人ひとりのビ
ジネスもまた、独自の「色」を持っています。顧客のビジネスが持つ個性を最大限に引き出し、鮮やかに表現することを支援したいと考えています。
 
ビジネスにおける「彩度」とは、顧客のブランドイメージ、商品やサービスの魅力、企業のビジョンなどを指します。顧客のビジネスの彩度を高め、鮮明にすることで、より多
くの人々の心を惹きつけ、感動を与え、成功に貢献したいと考えています。
 
自社の事業を通じて、色彩豊かな社会の実現に貢献したいと考えています。多様な色が調和し、それぞれの色が輝く社会。そのような社会の実現を目指し、常に新しい価値を
創造し続けます。単に色を扱うだけでなく、色の持つ力を最大限に引き出し、人々の心を豊かにするブランドを目指しています。 

・顧客のビジネスに、鮮やかな色彩と輝きをもたらすこと。 
・社会に、多様な色が調和する美しい未来を描くこと。 

これらの目標に向かって、CHROMAは常に挑戦し、進化し続けます。 

株式会社 関西テクノトラスト の由来

Customerの手の届かない領域を
Creatorが担っている様を背中合わせの
Cで表現し、黄金比をベースにシンボル
マークとして具象化しています。

ロゴタイプは事業者名に Sempl ic i ta、
サービス名に Helvet icaを採用していま
す。CHROMA

Digital Marketing & Creative Direction

Design Elements 03基本デザイン要素

#000000（メインカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

#000000（ロゴタイプカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

CHROMAは、シンボルマークとロゴタイプで構成さ
れています。
ブランドカラーは下記の通りです。

Color

Logoシンボルマーク

ロゴタイプ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Explanation

Symbol MarK 04シンボルマーク

シンボルマークは、CHROMAの核となるもので
あり、ブランドイメージを形成するための最も重
要な要素です。

シンボルマークを効果的に表示するために、シン
ボルマークの周囲には十分なスペースを設けてく
ださい。

その目安として、他の要素から離す最低限必要な
スペースを「保護エリア」として設定しています。
また、視認性と再現性を確保するため、最小使用
サイズも設定されています。

これを満たないサイズでの使用はできませんの
で、ご注意ください。

シンボルマークを表記する場合は、提供データを
使用してください。

シンボルマーク

保護エリア

A

8mm 25px

A/4

A/4

最小使用サイズ

Explanation

combination A 05シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ 縦組み

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

A：縦組み

A：縦組み　保護エリア A：縦組み　最小使用サイズ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

AA/4

A/4

24mm 180px
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Digital Marketing & Creative Direction

AA/4
A/4

34.5mm

260px

Explanation

combination C 07シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ モノクロ

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
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下させますので注意してください。
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Introduction.

本 Visua l  Ident i ty（ビジュアルアイデンティティ、以下 VI）ガイドラインは、CHROMAの VI  を構成するデザイン要素とその使用規定を示しています。
VI とは、私たちが伝えたいイメージやメッセージを、ロゴタイプなど視覚に訴えるデザイン要素として形にし、それを統一的に発信・運用していくためにデザインシステム
として定めたものです。

ここではシンボルマークを中心とする基本デザイン要素の規定と、さまざまな媒体に表示する際の基準を示すアプリケーションデザイン規定を記しています。
VI デザインは CHROMAのイメージを正しく伝達し、より強固にしていくための大切な要素です。
本ガイドラインをご確認の上、VI デザインを使用してください。

基本デザイン要素を使用する際は、本ガイドラインをご確認の上、CHROMAが提供しているデータを使用してください。
なお、本ガイドラインに関して不明な点がある場合は、CHROMA（https ://chromadi rect ion .com/contact/）までお問い合わせください。
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08　使用禁止例

Origin

Concept

02

CHROMAは、ギリシャ語で「色」を意味する「chroma」に由来しています。色彩科学や画像処理の分野では、色の鮮やかさ、つまり「彩度」を表す言葉として用いられます。  

現代社会は、多様な価値観や個性が溢れています。そのような多様性を「色」として捉え、それぞれの色が持つ美しさや個性を尊重したいと考えています。顧客一人ひとりのビ
ジネスもまた、独自の「色」を持っています。顧客のビジネスが持つ個性を最大限に引き出し、鮮やかに表現することを支援したいと考えています。
 
ビジネスにおける「彩度」とは、顧客のブランドイメージ、商品やサービスの魅力、企業のビジョンなどを指します。顧客のビジネスの彩度を高め、鮮明にすることで、より多
くの人々の心を惹きつけ、感動を与え、成功に貢献したいと考えています。
 
自社の事業を通じて、色彩豊かな社会の実現に貢献したいと考えています。多様な色が調和し、それぞれの色が輝く社会。そのような社会の実現を目指し、常に新しい価値を
創造し続けます。単に色を扱うだけでなく、色の持つ力を最大限に引き出し、人々の心を豊かにするブランドを目指しています。 

・顧客のビジネスに、鮮やかな色彩と輝きをもたらすこと。 
・社会に、多様な色が調和する美しい未来を描くこと。 

これらの目標に向かって、CHROMAは常に挑戦し、進化し続けます。 

株式会社 関西テクノトラスト の由来

Customerの手の届かない領域を
Creatorが担っている様を背中合わせの
Cで表現し、黄金比をベースにシンボル
マークとして具象化しています。

ロゴタイプは事業者名に Sempl ic i ta、
サービス名に Helvet icaを採用していま
す。CHROMA

Digital Marketing & Creative Direction

Design Elements 03基本デザイン要素

#000000（メインカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

#000000（ロゴタイプカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

CHROMAは、シンボルマークとロゴタイプで構成さ
れています。
ブランドカラーは下記の通りです。

Color

Logoシンボルマーク

ロゴタイプ

CHROMA
Digital Marketing & Creative Direction

Explanation

Symbol MarK 04シンボルマーク

シンボルマークは、CHROMAの核となるもので
あり、ブランドイメージを形成するための最も重
要な要素です。

シンボルマークを効果的に表示するために、シン
ボルマークの周囲には十分なスペースを設けてく
ださい。

その目安として、他の要素から離す最低限必要な
スペースを「保護エリア」として設定しています。
また、視認性と再現性を確保するため、最小使用
サイズも設定されています。

これを満たないサイズでの使用はできませんの
で、ご注意ください。

シンボルマークを表記する場合は、提供データを
使用してください。
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す。CHROMA
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Design Elements 03基本デザイン要素

#000000（メインカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

#000000（ロゴタイプカラー）
RGB        R0 G0 B0
CMYK　C40 M30 Y30 K100

CHROMAは、シンボルマークとロゴタイプで構成さ
れています。
ブランドカラーは下記の通りです。

Color

Logoシンボルマーク

ロゴタイプ

CHROMA
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Explanation

Symbol MarK 04シンボルマーク

シンボルマークは、CHROMAの核となるもので
あり、ブランドイメージを形成するための最も重
要な要素です。

シンボルマークを効果的に表示するために、シン
ボルマークの周囲には十分なスペースを設けてく
ださい。

その目安として、他の要素から離す最低限必要な
スペースを「保護エリア」として設定しています。
また、視認性と再現性を確保するため、最小使用
サイズも設定されています。

これを満たないサイズでの使用はできませんの
で、ご注意ください。

シンボルマークを表記する場合は、提供データを
使用してください。

シンボルマーク

保護エリア

A

8mm 25px

A/4

A/4

最小使用サイズ

Explanation

combination A 05シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ 縦組み

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

A：縦組み

A：縦組み　保護エリア A：縦組み　最小使用サイズ

CHROMA
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AA/4

A/4

24mm 180px

Explanation

combination B 06シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ 横組み

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

B：ヨコ組み

CHROMA
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B：ヨコ組み　保護エリア B：ヨコ組み　最小使用サイズ

CHROMA
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AA/4
A/4

34.5mm

260px

Explanation

combination C 07シンボルマーク+ロゴタイプの組み合わせ モノクロ

シンボルマークとロゴタイプを組み合わせる場
合、その組み合わせ比率が決まっています。
組み合わせタイプを表記する場合は、提供データ
を使用してください。

A：縦組み

CHROMA
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B：ヨコ組み
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Explanation

Examples of prohibited use 08使用禁止例

VI は、統一された正しい使用方法が守られた場
合に最も効果が発揮されます。
下記に示したような例は、イメージや識別性を低
下させますので注意してください。

ロゴの比率変更を禁じる ロゴの変形を禁じる ロゴ組の変更を禁じる

CHROMA
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ロゴのアウトラインでの
使用を禁じる

ロゴの基本色以外での配色を
禁じる

ロゴタイプの太さの変更を
禁じる

CHROMA
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ロゴタイプの字間の変更を
禁じる

ロゴタイプを他書体での使用を
禁じる

ロゴを複数同時使用を禁じる

C H R O M A
Digi ta l  Market ing & Creat ive Direct ion CHROMA
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指定サイズ以下での使用を
禁じる

CHROMA
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